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平成28年度総会開催
全附P連

新会長に井上恒治氏（鹿児島中）

うるささと、人情味

『チーム附属の底力』 レジリエントな附属へ

お茶の水女子大学講堂
６月４日㊏
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今
年
は
、
総
会
に
先
立
ち
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
東
京
学

芸
大
学
松
田
恵
示
副
学
長
か
ら

「
子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
つ
い

て
」、
文
部
科
学
省
高
等
教
育

局
大
学
振
興
課
教
員
養
成
企
画

室
柳
澤
好
治
室
長
か
ら
「
附
属

学
校
に
期
待
す
る
こ
と
」
の
両

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
お
い
て
は
、
ご
来
賓

の
財
務
省
中
川
真
審
議
官
か
ら

ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
全

国
８
校
園
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
表
彰

が
あ
り
ま
し
た
。
更
に
、
平
成

27
年
度
主
要
事
業
実
施
報
告
、

各
委
員
会
活
動
報
告
が
行
わ

れ
、
決
算
、
会
則
変
更
、
次
年

度
理
事
・
監
事
が
審
議
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
平
成
28
年
度
新
理

事
・
監
事
に
よ
る
第
一
回
理
事

会
を
開
催
。
井
上
新
会
長
が
選

出
さ
れ
平
成
28
年
度
の
活
動
方

針
、
事
業
計
画
、
予
算
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
質

疑
応
答
の
後
、
盛
大
な
拍
手
で

可
決
さ
れ
、
い
よ
い
よ
新
年
度

の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し

た
。�

（
副
会
長　
田
中
米
育
）

　
平
成
27
年
４
月
に
教
員
養
成

企
画
室
長
に
着
任
し
２
年
目
で

す
。
全
附
連
・
全
附
ｐ
連
の
皆

様
に
は
、
す
っ
か
り
「
附
属
学

校
の
課
題
を
は
っ
き
り
指
摘
す

る
厳
し
い
人
物
」
と
い
う
定
評

（
？
）
を
い
た
だ
い
て
し
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、こ
れ
も
、

附
属
学
校
が
世
の
中
か
ら
十
分

に
認
識
・
評
価
さ
れ
て
い
な
い

現
状
を
改
善
し
な
け
れ
ば
そ
の

存
続
す
ら
危
う
い
と
最
も
強
く

感
じ
る
ポ
ス
ト
に
い
る
か
ら
こ

そ
の
心
配
の
現
れ
で
す
。
附
属

学
校
の
教
職
員
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

皆
様
と
お
会
い
す
る
に
つ
け
、

皆
様
の
情
熱
と
ご
尽
力
に
は
頭

が
下
が
り
ま
す
。
こ
の
パ
ワ
ー

を
最
も
効
率
よ
く
活
用
し
、
世

の
中
か
ら
評
価
さ
れ
る
成
果
に

つ
な
げ
る
お
手
伝
い
を
す
る
こ

と
が
私
の
任
務
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
口
う
る
さ
い
存
在
で
す

が
、
引
き
続
き
お
付
き
合
い
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

与
す
る
こ
と
を
目
的
に

全
国
国
立
大
学
附
属
学

校
連
盟
の
先
生
方
と
連

携
し
活
動
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
昨
今
の
国
立

大
学
再
編
・
統
合
が
議

論
さ
れ
る
流
れ
の
中
、

今
後
附
属
学
校
園
を
取

り
巻
く
環
境
は
さ
ら
に
大
き
く

変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
子
ど
も
た
ち
の
未

来
に
向
け
て「
チ
ー
ム
附
属
」の

底
力
を
発
揮
し
、
附
属
学
校
園

の
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
を
広

く
発
信
す
る
な
ど
意
欲
的
に
活

動
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
全
附

Ｐ
連
の
活
動
に
ご
注
目
い
た
だ

く
と
と
も
に
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
概

念
は
人
だ
け
で
な
く
、

社
会
の
あ
り
方
に
も
適

用
さ
れ
て
い
ま
す
。「
レ

ジ
リ
エ
ン
ト
社
会
」
と

は
災
害
に
強
い
社
会

（
建
築
物
、
組
織
、
住

民
）、
被
害
を
受
け
て

も
回
復
の
早
い
社
会
の

こ
と
で
す
。
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の

高
い
人
の
特
徴
に
「
楽
観
的
で

あ
る
」「
人
と
支
え
合
う
関
係

を
も
っ
て
い
る
」「
困
っ
た
と

き
は
ヘ
ル
プ
を
出
せ
る
」「
思

考
が
柔
軟
で
あ
る
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
レ
ジ
リ

エ
ン
ト
社
会
に
も
当
て
は
ま
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
行
政
も
住

民
も
前
向
き
な
姿
勢
を
も
ち
、

世
代
を
超
え
た
人
々
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
あ
り
、
地
域
に
支
え
合
い
の

関
係
性
が
あ
り
、
変
化
に
対
応

で
き
る
組
織
で
あ
れ
ば
、
そ
の

社
会
は
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

　
古
い
も
の
に
縛
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
向
上
心
と
前
向
き
な
姿

勢
を
も
ち
、
大
学
と
の
連
携
、

附
属
校
園
間
の
連
携
、
保
護
者

と
教
師
の
連
携
、
そ
し
て
地
域

を
越
え
た
附
属
同
士
の
連
携
を

密
に
し
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
附

属
学
校
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
全
国
９
地
区
の
各
附
属
学
校

園
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
全
国

国
立
大
学
附
属
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
（
全
附
Ｐ
連
）
の
活
動
に

対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
私
た
ち
全
附
Ｐ
連
は
、

全
国
56
の
国
立
大
学
法
人
に
設

置
さ
れ
た
２
５
９
校
園
の
置
か

れ
て
い
る
現
状
と
求
め
ら
れ
る

使
命
を
十
分
に
理
解
し
た
上

で
、
そ
の
絆
を
活
か
し
、
子
ど

も
た
ち
の
学
習
環
境
の
充
実
と

附
属
学
校
園
の
発
展
、
ひ
い
て

は
日
本
の
公
教
育
の
振
興
に
寄

　
国
立
大
学
附
属
学
校
の
財
政

難
、
国
の
教
員
養
成
機
能
強
化

に
伴
う
附
属
学
校
教
員
の
負
担

増
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
ま
く

状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
は

毎
年
の
よ
う
に
地
震
や
豪
雨
等

の
自
然
災
害
に
よ
る
甚
大
な
人

的
、
物
的
損
失
に
遭
遇
し
て
い

ま
す
。
社
会
的
に
も
自
然
的
に

も
変
化
の
激
し
い
時
代
の
中

で
、
私
た
ち
は
子
ど
も
を
守

り
、
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
心
理
学
で
は
、
困
難
で
脅
威

的
な
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、
う

ま
く
適
応
す
る
能
力
の
こ
と
を

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
内
容
は
「
困
難
な
状

況
に
遭
遇
し
て
も
、
感
情
を
乱

し
た
り
落
ち
込
ん
だ
り
せ
ず
、

自
分
の
感
情
や
行
動
を
制
御

し
、
相
応
な
時
間
内
に
落
ち
着

く
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
で
あ

り
、
弾
力
性
の
あ
る
心
、
打
た

れ
強
い
心
、
回
復
力
の
あ
る
心

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
理
事・監
事
選
任

平
成
27
年
度
の
年
間
活
動
報
告

文
部
科
学
省

高
等
教
育
局
大
学
振
興
課

教
員
養
成
企
画
室

 

柳
澤 

好
治 

室
長

　
第
64
回
全
国
国
立
大
学
附
属
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
総
会
が
、
平
成
28
年
６
月
４
日
に
お
茶
の

水
女
子
大
学
講
堂
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
平
成
27
年
度
の
年
間
活
動
が

報
告
さ
れ
、
新
理
事・監
事・評
議
員
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
模
様
を
全
国
の
会
員
の
皆
様

に
お
伝
え
致
し
ま
す
。

全
国
国
立
大
学
附
属
学
校

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
長 

井
上
　
恒
治

︵
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
︶

全
国
国
立
大
学
附
属
学
校
連
盟

理
事
長 

首
藤 

敏
元

︵
埼
玉
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
校
長
︶

附属ＯＢ訪問…6・７
石破茂衆議院議員

主 な 記 事



第107号� 平成28年７月15日　（2）附　属　だ　よ　り

理
解
が
得
ら
れ
る
の
か
と
い
う

疑
問
。
消
費
税
10
％
が
先
送
り

さ
れ
、
い
ま
だ
国
民
の
理
解
も

不
十
分
な
中
、
思
い
切
っ
て

12
％
に
引
き
上
げ
る
改
革
を
し

た
班
。又
、「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
税
」

と
い
う
新
し
い
税
を
導
入
し
、

税
収
を
上
げ
よ
う
と
い
う
班
も

あ
り
、
20
年
後
に
年
金
を
受
け

取
る
世
代
の
私
に
は
、
そ
の
発

想
に
驚
く
と
共
に

恐
ろ
し
さ
さ
え
感

じ
ま
し
た
。
し
か

し
、そ
こ
に
は「
痛

み
を
伴
う
改
革
を
し
な
い
と
国

の
借
金
を
返
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
い
！
」
と
真
剣
に
話
し

合
う
若
き
リ
ー
ダ
ー
達
。
財
務

省
関
係
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
と

大
勢
の
大
人
、
そ
し
て
５
社
の

マ
ス
コ
ミ
陣
営
の
前
で
も
動
じ

ず
、
意
見
交
換
や
発
表
を
し
て

い
る
姿
が
た
く
ま
し
く
見
え
印

象
的
で
し
た
。

�

（
神
戸
小　
寺
畑
俊
雄
）

　
平
成
28
年
５

月
26
日
（
木
）、

浜
松
中
学
校
３

年
生
１
２
０
名

を
対
象
に
、
次

の
よ
う
な
特
徴

あ
る
財
政
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
授

業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
①
授
業
を
１

２
０
名
同
時
に

行
わ
ず
、
60
人

１
講
座
と
し

て
、
１
日
２
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
②
授
業
を
保
護
者
、
教
育
実

習
生
、
市
教
育
委
員
会
、
近
隣

公
立
学
校
関
係
者
も
参
観
。
子

ど
も
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
③
東
海
財
務
局
様
の
ご
好
意

に
よ
り
、
質
問
回
答
が
即
座
に

集
計
さ
れ
る
最
新
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
用
し
授
業
を
進
め
ま
し

た
。

　
④
体
育
館
で
の
授
業
で
し
た

　全附連（学校連盟、ＰＴＡ連合会）では、かねてより『全附連は
公教育を考えます』をスローガンに掲げ、全国のそれぞれの国
立大学附属学校が教育を通じて、子どもたちの幸せとこの国の
未来のために、その社会的使命を果たすべく先進的かつ公共的
な教育の研究と実践をおこなうことをサポートしてきました。
　この度、その一環として財務省と連携し、全面的な協力を得
て財務省および全国の財務局、財務事務所の職員による「財政
教育」を全国の附属学校で実施できることとなりました。
　子どもたちに対するニュートラルな主権者教育の一環とし
て、これまでの「租税教育」とは別視点の「財政教育」を新た
に実施し、国の財政から、この国のあり方について広く子ども
たちに学び、興味を持ってもらい、自分たちの国の未来につい
て考え判断できる子どもたちを育成しようという目的のもと、
昨年度より研究と検討を重ね、今年度より「財政教育プログラ
ム」として、正式に全国の附属学校に展開し始めています。
　この「財政教育」は、次世代の豊かな日本を形成する上で、
重要な公教育の使命であると考えることから、各附属学校を通
じて、それぞれの地域社会に根付かせ、同時に附属学校の付加
価値を更に高めていきたいと考えています。
� （専務理事　呉本啓郎）

げ
る
な
ど
、
非
常

に
盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
授
業
と
な

り
ま
し
た
。

　
授
業
後
の
生
徒

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お

い
て
も
、
今
後
い

ろ
い
ろ
な
場
面
で

財
政
の
在
り
方
を

考
え
て
い
き
た
い

と
の
感
想
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
財
務

局
の
方
々
と
も
っ

と
多
く
の
時
間

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
い

と
の
要
望
も
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。

好
評
な
授
業
成
果
を
受
け
、
浜

松
中
学
校
が
学
長
裁
量
予
算
で

進
め
る
ト
ッ
プ
ガ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
夢
・
志
を
持
っ
て
世
界

で
活
躍
で
き
る
人
間
育
成
を
浜

松
で
行
う
）
と
東
海
財
務
局
様

と
の
連
携
授
業
構
想
も
進
む
な

ど
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
展

開
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。

�

（
副
会
長　
田
中
米
育
）

の
財
政
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
、課
題
を
「
自
分
事
化
」

で
捉
え
て
も
ら
う
こ
と
、
そ
し

て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が

主
体
的
に
取
組
む
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
方
針
に

掲
げ
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取

組
ん
で
お
り
ま
す
。
小・中・高

校
、
こ
れ
ま
で
13
回
の
実
績
を

積
み
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
現
場
を
訪
れ
、
特
別

授
業
で
の
子
ど
も
た
ち
の
瞳
の

輝
き
に
、
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ

て
し
ま
っ
た
一
人
で
す
。「
子

ど
も
た
ち
の
成
長
過
程
に
必
要

と
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
望
外

の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
」、
携

わ
る
全
職
員
、
共
通
し
た
熱
い

念
い
で
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

（
財
務
省　

大
臣
官
房　

地
方

課　
若
尾　
仁　
課
長
補
佐
）

※
肩
書
き
は
本
年
６
月
末
日
現

在

　
「
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
、
日

本
の
財
政
を
き
ち
ん
と
理
解
す

る
こ
と
は
重
要
で
は
な
い
か
」、

『
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
の

原
点
は
、
Ｐ
連
役
員
さ
ん
が
提

起
・
依
頼
さ
れ
て
、
こ
こ
に
あ

り
ま
す
。

　
現
在
、財
務
省・財
務
局
（
財

務
事
務
所
）で
は
、全
附
連
と
連

携
を
図
り
つ
つ
、
ま
ず
は
日
本

が
、
床
座
り
で
は
な
く
、
４
人

の
チ
ー
ム
ご
と
に
テ
ー
ブ
ル
を

用
意
。
着
座
に
て
授
業
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
⑤
各
チ
ー
ム
ご
と
に
東
海
財

務
局
職
員
を
１
名
配
置
頂
き
、

質
問
回
答
な
ど
の
対
応
に
当

た
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
財
政
に
対
し
て
、
事

前
に
社
会
科
担
当
教
諭
が
生
徒

た
ち
の
関
心
を
高
め
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
参
加
全
チ
ー
ム
が

予
算
発
表
を
し
た
い
と
手
を
挙

生徒・保護者・実習生
一体となっての授業

輝
く
瞳
に
魅
せ
ら
れ
て

～
特
別
授
業
の
現
場
～

静
岡
大
学
教
育
学
部
附
属
浜
松
中
学
校

神
戸
大
学
附
属
中
等
教
育
学
校

班
。
こ
の
発
言
に
若
者
に
と
っ

て
は
住
み
よ
い
が
、
高
齢
者
の

　
平
成
28
年
６
月
20
日
、
神
戸

大
学
附
属
中
等
教
育
学
校
で
中

山
光
輝
財
務
省
主
計
局

調
査
課
長
を
特
別
講
師

に
お
迎
え
し
、
中
等
４

年
生
37
名
を
対
象
に
、

日
本
の
財
政
を
考
え
る
授
業
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
財
政
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
動
画
を
視
聴
し
、
国
の

歳
出
と
歳
入
に
つ
い
て
大
ま

か
に
理
解
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
５
つ
の
班
に
分
か
れ
「
社

会
保
障
の
受
益
と
負
担
の
バ
ラ

ン
ス
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
及
び
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
形
式
で
行
な
い
ま
し

た
。
年
金
、
生
活
保
護
、
介

護
、
医
療
費
な
ど
を
削
減
し
た

▼
全
附
連
の
取
り
組
み

財政教育プログラム

「
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」授
業
を
受
け
て
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　2012年の国民生活基礎調査で平均的な所得の半分以下の世
帯で暮らす18歳未満の子どもの割合「子どもの貧困率」が16．

３％となり、日本の子どもの６人に１人は貧困の
中にあることがわかっております。この子どもの
貧困問題は家庭も子どもも「知られたくない状況」
となりがちで特に附属学校においては、貧困とい
うキーワードはPTAを形成する保護者も教員もあ
まり実感としてなじまず実態把握がかなり難しい
面があると思われます。ただ附属学校においても
実はこの「貧困」を抱える家庭や子どもが存在し
社会の縮図であることがわかってきました。また、
その割合は相対的には低い割合であったとしても
附属学校に通っているがために義務教育でありな
がら各区市町村からの各種の支援が受けられない
という状況が地域によっては存在し、やはり附属
学校に通う子どもたちの貧困問題は今後学校運営
にも影響を及ぼす可能性を秘めており、早急に対
策・援助する体制が必要であり大学、学校、PTA
と教育後援会の協働組織による新たな枠組構築を
踏まえたさまざまな観点から取り組む必要性があ
ると思われます。� （顧問　岡山和広）

日
本
教
育
新
聞

　
平
成
27
年
４
月
27
日
号

　
　
　
　
　
１
面
に
掲
載

　
平
成
27
年
４
月
27
日
付
け
日

本
教
育
新
聞
に
、
こ
の
専
門
委

員
会
の
取
り
組
む
附
属
の
中
の

子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
関
す
る

活
動
が
ト
ッ
プ
紙
面
で
報
じ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
記
事
を
契
機

に
、
文
科
省
を
仲
介
し
て
東
京

学
芸
大
学
児
童
・
生
徒
支
援
連

携
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
）
と

互
い
に
情
報
交
換
を
行
う
こ
と

と
な
り
、
現
在
の
道
筋
が
構
築

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
10
月
に

開
催
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
で

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
や

教
育
後
援
会
会
長
会
等
の
取
材

に
よ
っ
て
、
平
成
27
年
10
月
26

日
付
け
で
転
換
期
の
「
国
立
大

附
属
校
像
」
を
探
る
と
い
う
見

出
し
で
附
属
の
中
の
貧
困
問
題

に
焦
点
を
あ
て
た
内
容
の
報
道

が
な
さ
れ
、
こ
の
問
題
解
決
に

向
か
う
活
動
の
重
要
性
が
更
に

求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

�
（
顧
問　
岡
山
和
広
）

▼
全
附
連
の
取
り
組
み

貧困対策検討委員会

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
る
と
共
に
︑
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
︒
一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
旧
を
願
っ
て
止
み

ま
せ
ん
︒ 熊

本
地
震 

一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を

　
今
回
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
東
京
学
芸
大
学
が
平
成

27
年
度
の
文
部
科
学
省
特
別

経
費
に
基
づ
き
「
附
属
学
校

と
協
働
し
た
教
員
養
成
系
大

学
に
よ
る
経
済
的
に
困
難
な

家
庭
状
況
に
あ
る
児
童
生
徒

へ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
支
援
に

関
す
る
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
＝
Ｃ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
よ
り
現
状
把
握
の
た
め
の
共
同
調
査

の
提
案
が
あ
り
、
ま
ず
７
月
23
日
（
木
）
に
Ｃ
Ｃ
Ｓ
Ｓ

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ゲ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
し
て
お
招
き
い

た
だ
き
、
附
属
学
校
に
お
け
る
経
済
的
困
難
な
状
況
の
子

ど
も
た
ち
の
現
状
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
立
場
か
ら
説
明
し

ま
し
た
。
そ
の
後
連
盟
と
Ｃ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
合
同
で
実
施
す
る
こ

と
で
合
意
し
、
文
科
省
の
支
援
も
得
な
が
ら
ア
ン
ケ
ー
ト

を
ネ
ッ
ト
配
信
し
集
計
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
10
月
の

全
国
大
会
に
て
中
間
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
後
に
Ｃ

Ｃ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
結
果
報
告
が
ま
と
ま
り
、
連
盟
役
員
会
に

て
報
告・
協
議
を
行
っ
た
上
で
、
３
月
22
日
Ｃ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
の

成
果
報
告
会
に
臨
み
ま
し
た
。
終
盤
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
首
藤
理
事
長
と
加
々
見
会
長
と
私
が

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
、
貧
困
の
現
状
の
再
確
認
と

そ
の
緊
急
性
を
訴
え
ま
し
た
。�

（
顧
問　
岡
山
和
広
）

　
５
面
の
「
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
５
ぼ
く
の

わ
た
し
の
こ
こ
ろ
の
宝
も
の
入
賞
作
品
」の
中
で
、

ピ
リ
カ
賞
を
受
賞
さ
れ
た
「
宮
城
教
育
幼　
梅
田

乙
杜
」
さ
ん
の
作
品
と
「
富
山
幼　

梅
田
太
朗
」

さ
ん
の
作
品
を
入
れ
替
え
て
掲
載
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ご
両
名
を
は
じ
め
、
保
護
者
や
関
係
者
の

皆
様
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と

を
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

�
（
前
広
報
委
員
長　
髙
野
一
郎
）

辛
い
状
況
の
中
で
、励
ま
さ
れ
、

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の

生
活
に
活
か
し
、
様
々
な
こ
と

を
発
信
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
道
の
り
は
長
い
で

す
が
、
頑
張
り
ま
す
。
本
当
に

た
く
さ
ん
の
ご
支
援
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

�

（
熊
本
小　
原
田
佳
英
）

ま
し
た
。

　
先
日
、
熊
本
大
学
教
育
学

部
附
属
中
学
校
生
徒
会
の
み

な
さ
ん
か
ら
、「
学
校
生
活

も
元
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。皆
様
の
励
ま
し
の
も
と
、

普
段
通
り
の
生
活
が
で
き
る

こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
の
お
礼
の
手
紙
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

�

（
事
務
局
長　
田
中
一
晃
）

10
日
に
四
校
園
は
再
開
し
ま
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
な

姿
と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
て
、

ま
る
で
白
黒
の
よ
う
だ
っ
た
校

園
舎
に
、
一
気
に

色
が
入
っ
た
よ
う

な
感
じ
が
し
ま
し

た
。一
日
も
早
く
、

子
ど
も
た
ち
の
心

か
ら
の
笑
顔
を
取

り
戻
し
、
健
や
か

な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
前
に
進
み
ま

す
。

　
皆
様
か
ら
の
あ

た
た
か
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
義
援
金

に
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

と
っ
て
大
き
な

支
え
と
な
り
ま

し
た
。

　

義
援
金
は
、

６
月
27
日
現
在

で
総
額
５
１
、

２
５
４
、
２
８

１
円
（
６
・
４

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

総
会
で
の
贈
呈
額
５
０
、
８

２
５
、
３
０
０
円
と
そ
の
後

の
振
込
額
の
合
算
）
と
な
り

月
。
た
く
さ
ん
の
思

い
出
と
伝
統
を
築
き

上
げ
た
校
園
舎
も
、

天
井
は
落
ち
、
壁
は

倒
れ
、
至
る
所
に
ヒ

ビ
が
入
り
ま
し
た
。

日
常
が
一
瞬
に
し
て

消
え
、
そ
れ
が
ど
れ

だ
け
有
難
い
こ
と

だ
っ
た
の
か
と
感
じ

さ
せ
ら
れ
る
中
で
、

蛇
口
か
ら
水
が
出
た

だ
け
で
喜
び
、
温
か

い
食
べ
物
を
食
べ
ら

れ
る
幸
せ
、
み
ん
な

で
助
け
合
う
姿
。
本

当
に
感
謝
と
感
動
の

日
々
で
し
た
。

　
余
震
の
続
く
中
、５
月
９
日・

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
地
震
発
生
直
後
、
熊
本
大

学
附
属
学
校
園
の
被
災
状
況

が
思
っ
た
以
上
に
深
刻
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
、
全
附
連

と
し
て
の
支
援
活
動
を
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
事
務
局
に
は
毎
日
何
百
通

も
の
励
ま
し
の
声
、
こ
え
～

支
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら

れ
、
熊
本
の
子
ど
も
た
ち
に

平
成
28
年
熊
本
地
震

早期復旧目指して…子どものケアも

東
京
学
芸
大
学

　
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た

熊
本
大
学
附
属
学
校
園
へ
、

全
国
よ
り
多
く
の
温
か
い
ご

支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
仲
間

を
支
え
よ
う
と
す
る
」
皆
様

方
の
心
温
ま
る
ご
支
援
に
心

熊
本
地
震
の

募 

金 

活 

動

前号（第106号）の
お詫びと訂正

　
新
し
い
出
会
い
と
共
に
、
元

気
な
声
が
響
く
は
ず
だ
っ
た
４
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各
学
校
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

宮崎大学教育学部附属学校園

　
宮
崎
大
学
教
育
学
部
附
属
学
校
園
は
、
①

校
長
・
教
頭
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
機
能
の
強

化
、
②
中
期
目
標
・
計
画
に
係
る
学
校
園
の

管
理
運
営
の
効
率
化
、
③
問
題
事
態
へ
の
即

応
化
、
③
公
立
学
校
と
の
役
職
名
・
職
務
内

容
の
ず
れ
の
解
消
を
目
的
と
し
て
、
平
成

二
十
六
年
度
よ
り
運
営
体
制
を
再
構
築
し

た
。

　
具
体
的
に
は
、
附
属
学
校
園
校
長
の
教
授

兼
任
か
ら
、
附
属
学
校
園
統
括
長
（
教
授
兼

任
・
副
学
部
長
職
相
当
）
を
配
置
し
、
附
属

学
校
園
長
・
附
属
小
中
教
頭
は
県
と
の
交
流

人
事
と
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
副
校
長
・
副

園
長
・
学
内
教
頭
は
廃
止
し
た
。
た
だ
し
、

幼
稚
園
は
学
内
教
頭
を
新
設
し
た
。
ま
た
、

小
中
学
校
に
お
い
て
は
主
幹
教
諭
の
配
置
を

可
能
と
し
た
。

　
運
営
体
制
の
再
構
築
に
当
た
り
、
統
括
長

の
配
置
と
三
校
園
長
打
合
せ
会
議
等
の
定
期

的
開
催
に
よ
り
運
営
を
強
化
し
て
い
る
。

　
附
属
三
校
園
を
統
括
す
る
統
括
長
は
以
下

の
役
割
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
等
を
行
う
。

〇
附
属
三
校
園
を
統
括
し
、
つ
な
ぐ
。

「大学で学ぼう」添田学部長講義

地域住民との意見交換会

土
曜
講
座
「
教
室
で
哲
学
し
て
み
る
」

〇
三
附
属
学
校
園
各
行
事
や
公
開
研
究
会
、
教
育
実
習
等
へ

の
積
極
的
参
加

〇
附
属
入
試
や
交
流
人
事
等
に
係
る
基
本

的
な
考
え
方
の
共
有

〇
幼
小
中
一
貫
教
育
に
係
る
研
究
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
の

指
導
的
役
割

〇
附
属
学
校
園
内
の
懸
案
事
項
や
課
題
等
発
生
時
に
学
部
等

と
の
連
絡
調
整
助
言

〇
校
園
長
最
終
判
断
に
係
る
助
言
等

　
学
部
と
附
属
学
校
園
の
信
頼
関
係
構
築
に
欠
か
せ
な
い
重

要
な
役
職
を
担
う
。

　
三
校
園
長
打
合
せ
連
絡
会
議
は
、
原
則
毎
月
１
回
、
統
括

長
室
（
附
属
小
）
で
開
催
す
る
。
出
席
者
は
、
統
括
長
、
幼

稚
園
長
、
小
学
校
長
、
中
学
校
長
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て

教
頭
等
も
出
席
す
る
。概
ね
夕
方
五
～
六
時
よ
り
開
始
さ
れ
、

約
二
時
間
程
度
を
要
し
て
い
る
。
協
議
さ
れ
た
内
容
例
は
、

生
徒
指
導
等
状
況
、
附
属
学
校
園
を
通
し
た
研
究
、
中
期
目

標
・
計
画
、
附
属
学
校
園
入
試
、
交
流
人
事
、
教
育
学
部
へ

の
改
称
、県
外
視
察
、第
三
期
中
期
計
画
案
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
派
遣
体
制
等
で
あ
る
。

　

附
属
学
校
園
の
地
域
連
携
等
に
つ
い
て
、

主
に
中
学
校
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

　
公
開
研
究
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
平
成
二

十
五
年
度
よ
り
宮
崎
市
内
等
の
公
立
中
学
校

や
県
立
中
学
校
、
県
立
特
別
支
援
学
校
の
教

諭
等
を
研
究
協
力
者
と
し
て
依
頼
し
、
今
年

度
も
継
続
し
て
い
る
。
昨
年
度
、
公
開
研
究

会
は
半
日
の
二
日
開
催
（
一
日
あ
た
り
五
教

科
）
し
た
。
県
・
地
区
教
育
研
究
会
部
会
と

公
開
を
兼
ね
る
教
科
や
、
公
開
研
究
会
の
成

果
を
県
内
教
科
研
究
会
で
活
用
し
て
い
る
教

科
が
約
半
数
あ
る
。

　
ま
た
、
本
校
周
辺
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

確
保
す
る
た
め
、
十
一
月
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク

ー
ル
に
自
治
会
役
員
さ
ん
や
近
隣
住
民
、
学

校
評
議
員
等
を
ご
招
待
し
て
い
る
。
昨
年
度

は
、全
学
級
の
授
業
参
観
を
し
て
い
た
だ
き
、

次
に
附
属
小
中
学
校
共
に
宮
崎
市
の
災
害
時

避
難
施
設
に
指
定
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
避

難
時
の
対
応
施
設
の
確
認
と
施
設
機
能
の
妥

当
性
に
つ
い
て
意
見
を
頂
戴
し
た
。

　
最
後
に
、
地
域
住
民
と
新
旧
生
徒
会
役
員

と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、
地
域
住
民
よ

り
「
自
転
車
の
マ
ナ
ー
の
改
善
を
心
が
け
て

ほ
し
い
」「
地
域
の
同
級
生
と
の
交
流
や
地

域
の
方
へ
の
挨
拶
が
大
切
」「
今
の
う
ち
に

地
域
と
つ
な
が
り
を
も
っ
て
お
く
と
、
ど
こ

で
も
通
用
す
る
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
附
属
小
中
学
校
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度

よ
り
「
宮
大
附
属
土
曜
講
座
」
を
実
施
し
て

い
る
。
講
師
は
学
部
の
先
生
方
で
、
附
属
小

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
同
教
育
後
援
会
の
主
催
で

あ
る
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

　

講
座
「
教
室
で
哲
学
し
て
み
る
」
で
は
、

一
年
生
が
二
十
九
人
参
加
し
た
。
話
し
合
い

の
末
、
最
終
的
に
決
ま
っ
た
テ
ー
マ
は
「
大

人
と
は
何

か
」。
色
々

な
意
見
が
出

さ
れ
、「
子

ど
も
は
未
熟

だ
」「
大
人

と
は
、
経
験

の
差
が
あ

る
」「
で
も

高
齢
者
は
、

体
が
衰
え
て

き
て
い
る
か

ら
経
験
は
じ

ゃ
ま
に
な
る

の
で
は
？
」

「
子
ど
も
が

事
故
に
遭
っ

た
時
、
大
人

は
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
わ

か
っ
て
い

る
」

「
大
人
は
経

験
が
あ
る
こ

と
で
か
え
っ

て
、
気
を
緩

め
る
こ
と
に

な
る
の
で
は

？
」「
先
生
が
子
ど
も
だ
っ
た
ら
、
教
え
る

こ
と
が
減
る
か
ら
大
人
は
必
要
だ
」「
先
生

が
子
ど
も
だ
と
、
生
徒
は
や
り
に
く
い
。
大

人
の
方
が
も
の
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
」

「
信
頼
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
だ
ろ
う
」
等
。

　
本
講
座
を
通
し
て
、
哲
学
に
対
す
る
見
方

が
見
直
さ
れ
、
よ
り
身
近
な
学
問
で
あ
る
こ

と
に
気
付
く
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

　
附
属
学
校
園
統
括
長
を
中
心
と
し
た
運
営

体
制
の
再
構
築
は
、
学
部
と
附
属
学
校
園
の

連
携
強
化
や
地
域
へ
の
貢
献
を
よ
り
強
固
に

で
き
る
試
み
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

今
後
の
附
属
学
校
園
運
営
の
在
り
方

附
属
中
校
長
　
安
藤　
真
二
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校
か
ら
約
１
０
０
名
の
生
徒
と
教
員

も
参
観
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
第
１
回

全
国
Ｓ
Ｇ
Ｈ
校
生
徒
成
果
発
表
会
２

０
１
５
＠
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
」
も
兼
ね
て

お
り
、
多
く
の
希
望
者
が
ポ
ス
タ
ー

報
告
を
し
て
、
た
い
へ
ん
盛
況
で
あ

っ
た
。
２
０
１
６
年
２
月
の
「
第
２

回
Ｓ
Ｇ
Ｈ
研
究
大
会
」
に
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
政
府
環
境
林
業
省
附
属
高

等
学
校
８
名
の
生
徒
た
ち
の
参
加
も

得
て
、
充
実
し
た
大
会
に
な
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
印
象
深
い
の
が
、

本
校
生
徒
の
成
長
で
あ
る
。
国
際
的

活
動
が
活
発
に
な
る
に
従
い
、
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
っ
て
き
た

こ
と
が
、
重
要
な
経
験
と
な
っ
た
よ

う
だ
。
生
活
レ
ベ
ル
で
異
な
る

文
化
を
経
験
で
き
た
か
ら
で
あ

る
。
上
記
の
催
し
物
で
の
生
徒

の
活
躍
は
見
事
で
あ
っ
た
し
、

来
校
し
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の

生
徒
た
ち
と
の
自
然
体
で
の
交

流
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、
生

徒
た
ち
に
国
境
の
枠
を
越
え
て

活
躍
で
き
る
土
台
が
作
ら
れ
つ

つ
あ
る
と
実
感
す
る
。

　
本
校
は
、
２
０
１
４
年
度
に
開
始

し
さ
れ
た
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
の
初
年
度
指

定
校
に
な
っ
た
。「
先
進
的
な
総
合

学
科
を
活
か
し
た
持
続
可
能
な
ア
セ

ア
ン
社
会
を
創
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
」
を
研
究
開
発
構
想
に
、「
多

様
性
の
中
の
統
一
を
国
是
と
す
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
に

世
界
と
日
本
が
学
ぶ
こ
と
～
先
進
国

と
途
上
国
が
普
遍
的
に
協
働
し
実
践

す
る
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
達
成
す
る
た
め
に

高
校
生
だ
か
ら
で
き
る
課
題
に
取
り

組
む
～
」
を
課
題
研
究
テ
ー
マ
と
し

て
い
る
。
こ
れ
に
沿
っ
た
海
外
調
査

を
含
む
新
た
な
授
業
開
発
や
、
入
試

改
革
を
進
め
て
き
た
。

　
そ
の
成
果
が
既
に
現
れ
始
め
て
い

る
。
２
０
１
５
年
11
月
に
は
筑
波
大

学
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
「
第
４
回

高
校
生
国
際
Ｅ
Ｓ
Ｄ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
１
５
＠
Ｔ
ｏ
ｋｙ
ｏ
」
を
開
催

し
た
。
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
か
ら
４
つ
の
高
校
を
招

待
し
、
こ
れ
に
本
校
も
加
わ
っ
て
、

Food Loss and Food W
aste

を
テ
ー
マ
に
活
発
な
報
告
と
議
論
が

展
開
さ
れ
た
。
全
国
11
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定

各
学
校
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

大
阪
教
育
大
学
附
属
天
王
寺
中
学
校

筑
波
大
附
属
坂
戸
高
等
学
校

信
州
大
学
教
育
学
部
附
属
学
校
園

　
自
由
研
究
は
本
校
の
特
色
あ
る
取

り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
。「
総
合
的

な
学
習
」
の
時
間
に
、
生
徒
全
員
が

取
り
組
み
、
素
朴
な
疑
問
や
興
味
関

心
か
ら
生
ま
れ
る
創
造
的
な
学
習
で

あ
る
。
課
題
設
定
、
情
報
収
集
、
結

果
の
考
察
、
発
表
を
通
し
て
、
観
察

力
、
分
析
力
、
表
現
力
を
身
に
つ
け

る
。
例
年
、
夏
休
み
明
け
に
お
互
い

の
成
果
を
発
表
し
合
い
、
優
秀
作
品

は
ま
と
め
の
冊
子
に
掲
載
さ
れ
た

り
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
さ
れ
た
り

す
る
。
ま
た
、
身
近
な
題
材
か
ら
、

テ
ー
マ
を
見
つ
け
、
自
分
の
意
見
や

考
え
を
英
語
で
発
表
す
る
英
語
弁
論

大
会
も
特
色
あ
る
教
科
の
行
事
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
毎
年
、
弁
論
大
会
の
代
表
は
高
円

宮
杯
英
語
弁
論
大
会
の
予
選
に
出
場

す
る
。
こ
れ
ら
に
熱
心
に
取
り
組
ん

だ
生
徒
自
身
の
声
を
紹
介
し
た
い
。

　
「
附
中
は
、
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド

に
出
会
え
る
場
所
で
す
。
行
事
、
生

徒
会
、
部
活
動
な
ど
、
様
々
な
場
面

で
未
知
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
待
っ
て
い

ま
す
。
私
が
出
会
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド

の
中
で
、
最
も
印
象
深
い
も
の
は
、
自

由
研
究
と
高
円
宮
杯
英
語
弁
論
大
会
で

す
。私
は
三
年
間
を
通
し
て
、中
世
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
私
の

将
来
の
選
択
肢
を
大
き
く
広
げ
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
大
き
な
経
験
と
な
っ

た
高
円
宮
杯
で
は
、
先
生
方
や
家
族
を

始
め
、
多
く
の
方
々
に
支
え
て
頂
き
ま

し
た
。
私
の
ス
ピ
ー
チ
は
、
国
籍
法
に

つ
い
て
だ
っ
た
の
で
、
情
報
の
正
確
さ

と
、
主
張
の
的
確
さ
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、原
稿
作
成
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

長
い
道
の
り
の
末
に
、全
国
大
会
九
位
、

環
境
・
社
会
特
別
賞
を
頂
い
た
と
き
に

は
、
自
分
の
主
張
が
認
め
ら
れ

た
喜
び
を
ひ
し
ひ
し
と
実
感
し

ま
し
た
。
自
分
だ
け
の
フ
ィ
ー

ル
ド
は
、
探
さ
な
け
れ
ば
見
つ

か
り
ま
せ
ん
が
、
決
し
て
難
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多

く
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
会
い
、

切
り
開
く
こ
と
が
で
き
た
附
中

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

自由研究と英語弁論大会

アセアン諸国を中心としたSGHの取り組み

　
信
州
大
学
教
育
学
部
で
は
本
年
度

よ
り
教
職
大
学
院
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
学
院
は
既
に
福
井
大
学

等
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
拠
点
校
方

式
を
取
り
入
れ
、
附
属
学
校
園
（
六

校
園
）
が
そ
の
中
心
拠
点
と
な
っ
た

こ
と
は
大
き
な
特
色
と
言
え
ま
す
。

　

本
附
属
学
校
園
は
、
創
設
以
来
、

長
野
県
の
教
育
界
を
担
う
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
研
修
機
関
と
し
て
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
県
と
附
属
と
の

関
係
に
比
べ
る
と
、
大
学
と
附
属
と

の
関
係
は
、
決
し
て
密
接
と
は
言
え

な
い
状
況
が
過
去
に
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
六
校
園
も
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し

た
運
営
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
点
で
、
近
年
大
き
な
変
化
が
見
ら

れ
ま
す
。
各
校
園
の
研
究
推
進
に
か

か
わ
っ
て
、
大
学
の
先
生
方
が
共
同

研
究
者
と
し
て
授
業
づ
く
り
に
か
か

わ
る
姿
は
日
常
的
に
な
り
、
ま
た
附

属
学
校
間
も
地
区
校
種
を
超
え
て
研

究
会
の
乗
り
入
れ
等
、
研
究
風
土
の

共
有
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
更
に
は
公
開
以
外
に
も
地
域

の
先
生
方
が
年
間
に
わ
た
っ
て
研
究
会

に
参
加
す
る
等
、
地
域
の
研
究
タ
ー
ミ

ナ
ル
化
も
強
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、今
回
の
大
学
院
の
拠
点
化
に

至
る
ま
で
に
は
、大
学
も
附
属
も
更
に
は

県
下
の
先
生
方
も
同
じ
岸
に
立
っ
た
一

体
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
な
く
し
て
は

で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
三
月
末
転
任
さ
れ
た
先
生
が
、

「
本
当
は
四
月
か
ら
も
こ
の
学
校
で
勤

務
し
て
い
た
い
ん
で
す
。
そ
れ

は
私
ば
か
り
で
な
く
こ
の
学
校

に
い
る
ど
の
先
生
も
思
っ
て
い

ま
す
」
と
語
っ
た
言
葉
が
全
て

を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
う
し
た
附
属
も
大
学
も

超
え
て
、
教
員
一
人
一
人
が
つ

な
が
り
意
思
あ
る
組
織
と
し
て

人
格
化
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
な

く
し
て
連
携
も
改
革
も
語
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
う
思
う
の

で
す
。

校長　赤松　喜久

（H27）副校長　畔上　一康

校長　加藤　衛拡

附属天王寺中・高正門

第４回高校生国際ESDシンポジウム

大学・附属・地域教員参加による教材研究会（図工）

附
属
天
王
寺
中
学
校
学
び
の
も
り

第
19
回
総
合
学
科・第
２
回
Ｓ
Ｇ
Ｈ
研
究
大
会

信
州
大
学
教
職
大
学
院
拠
点
校
方
式
概
要教職大学院の拠点と連携
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『自ら考える� 教育』が大切

髙
野
：
石
破
大
臣
が
、
数
あ
る
学
校
の
中
か
ら
鳥
取
大
学
教
育
学

部
附
属
小
中
学
校
を
志
望
さ
れ
た
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

石
破 

： 

一
番
の
理
由
は
、家
か
ら
近
か
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

当
時
は
知
事
公
邸
で
暮
ら
し
て
い
た
の
で
、
学
校
ま
で
徒

歩
５
分
、
走
れ
ば
２
分
半
で
行
け
ま
し
た
か
ら
。
先
生
か

ら
よ
く
叱
ら
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
附
属
に
は
、

比
較
的
勉
強
が
で
き
る
子
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
甘
ん
じ
て
い
い
気
に
な
る
な
、
っ

て
い
う
の
は
よ
く
先
生
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。
附
属
小
学

校
か
ら
附
属
中
学
校
へ
は
、
そ
の
ま
ま
行
っ
た
と
い
う
感

じ
で
し
た
。小
学
校
５
、６
年
の
時
の
担
任
の
先
生
は
、「
附

属
は
実
験
校
で
あ
る
」
と
よ
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た

ね
。
ど
ん
な
教
育
を
す
れ
ば
ど
ん
な
子
ど
も
が
育
つ
か
、

実
験
の
場
な
の
だ
と
。
お
も
し
ろ
い
先
生
で
し
た
。

髙
野
：
今
、
附
属
学
校
で
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
、
石
破
大
臣
に

と
っ
て
、
附
属
な
ら
で
は
の
良
さ
と
は
何
だ
っ
た
か
教
え

て
く
だ
さ
い
。

石
破 
： 「
実
験
校
」で
あ
る
が
ゆ
え
な
の
か
、非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
、

お
も
し
ろ
い
教
育
を
受
け
た
と
思
い
ま
す
。
附
属
小
学

校
の
算
数
で
は
、「
集
合
の
理
論
」
を
す
で
に
昭
和
40
年

代
の
始
め
に
教
え
て
い
ま

し
た
し
、
つ
る
か
め
算
と

か
四
則
応
用
問
題
な
ど
が
、

授
業
が
終
わ
る
と
黒
板
に

１
日
２
題
出
題
さ
れ
て
、
そ
れ
が
解
け
る
ま
で

帰
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
小

学
校
５
、６
年
は
そ
ん
な
こ
と
ば
っ
か
り
や
っ

て
い
て
、す
ご
く
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
あ
と
、

音
楽
の
先
生
で
は
な
く
国
語
の
先
生
が
、
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
見
事
に
弾
き
こ
な
し
て
、「
楠

木
正
成
の
歌
」
や
「
元
寇
の
歌
」
を
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
ん
で
す
。ど
れ
も
戦
前
の
歌
で
す
よ
。

今
で
も
歌
え
ま
す
。
こ
れ
も
附
属
小
で
な
け
れ

ば
、
や
ら
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、毎
日
、日
記
を
書
け
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
日
記
に
は
、
必
ず
先
生
が
40
人
の
生
徒
全

員
に
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
返
し
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。
中
学
に
上
が
っ
た
頃
、
誰
か
が
い
た
ず

ら
し
た
罰
と
し
て
、
雪
が
降
る
中
、
ク
ラ
ス
全

員
裸
足
で
校
庭
を
10
周
走
ら
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
し
、
夏
に
は
臨
海
学
校
が
始
ま
る
ま

で
に
泳
げ
る
よ
う
に
な
れ
と
言
わ
れ
、
何
メ
ー

ト
ル
泳
げ
る
か
で
級
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
す

ご
く
厳
し
い
指
導
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
こ
れ
は

附
属
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
当

時
は
、
先
生
の
日
曜
日
の
宿
直
が
あ
っ
て
、「
こ
の
日
と

こ
の
日
が
宿
直
だ
か
ら
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

聞
き
に
来
な
さ
い
。」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
も
い

ま
し
た
。
中
学
２
年
の
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
二
次

関
数
が
全
然
分
か
ら
な
く
て
、
先
生
の
言
葉
を
真
に
受
け

て
聞
き
に
行
っ
た
ら
、
懇
切
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
と
き
の
嬉
し
さ
は
、今
も
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。

他
の
学
校
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
分
か
ら
な
い
け
れ

ど
、
小
学
校
、
中
学
校
の
先
生
方
は
、
あ
り
が
た
い
先
生

方
ば
か
り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
附
属
な
ら
で
は
の
自
由

な
空
気
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
教
育
実
習
の
先
生
方

も
、
知
識
や
経
験
を
積
ん
で
来
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
教

育
実
習
の
時
に
来
ら
れ
た
先
生
も
、
今
は
も
う
ほ
と
ん
ど

退
官
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
地
元
に
帰
る

と
、「
石
破
君
を
小
学
校
１
年
の
時
に
教
え
た
け
ど
、
覚

え
て
る
？
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
と
て
も
懐
か
し

く
思
い
出
し
ま
す
。

髙
野
：
石
破
大
臣
が
政
治
家
を
志
し
た
理
由
や
、
尊
敬
す
る
政
治

家
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

石
破
：
志
し
た
理
由
は
、
実
は
特
に
は
な
い
の
で
す
。
父
を
見
て

い
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
が
ま
る
で
な
い
、
こ
ん
な

仕
事
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
３
年
生
の

時
、
父
は
参
議
院
議
員
で
し
た
が
、
そ
の
父
か
ら
政
治
家

に
な
る
気
は
あ
る
か
っ
て
聞
か
れ
て
、「
全
く
な
い
。」
と

答
え
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
父
か
ら
、「
そ
う
だ
ろ
う

な
。
お
ま
え
み
た
い
に
、
人
が
い
い
人
間
に
つ
と
ま
る
商

売
で
は
な
い
だ
ろ
う
な
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な

私
が
何
で
政
治
家
を
や
る
こ
と
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、

父
が
早
く
に
亡
く
な
っ
て
、
葬
儀
委
員
長
を
田
中
角
栄
先

生
に
務
め
て
頂
き
、
当
時
24
歳
だ
っ
た
私
は
葬
儀
が
終

わ
っ
た
後
、
目
白
の
田
中
角
栄
先
生
の
お
宅
に
お
礼
に
伺

い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
「
銀
行
や
め
て
、
葬
儀
に
来
て

い
た
だ
い
た
方
、
全
員
に
名
刺
を
持
っ
て
あ
い
さ
つ
に
行

け
。」
と
言
わ
れ
、「
24
歳
な
の
で
、
ま
だ
参
議
院
に
は
出

ら
れ
ま
せ
ん
が
」
と
言
い
ま
し
た
ら
、「
馬
鹿
者
。
誰
が

参
議
院
に
出
ろ
と
言
っ
た
。
衆
議
院
だ
、衆
議
院
に
出
ろ
。

再
来
年
に
は
、
衆
参
同
日
選
挙
が
あ
る
。
日
本
で
起
こ
る

全
て
の
こ
と
は
、
霞
ヶ
関
で
も
永
田
町
で
も
な
い
こ
の
目

白
で
決
ま
る
ん
だ
。
再
来
年
の
昭
和
58
年
に
は
、
お
ま
え

も
26
歳
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
立
派
に
被
選
挙
権
は
あ

る
。
い
い
か
、
こ
の
目
白
で
全
て
が
決
ま
る
ん
だ
。」
と
、

田
中
角
栄
先
生
に
言
わ
れ
た
わ
け
で
す
。
当
時「
闇
将
軍
」

と
言
わ
れ
た
絶
頂
期
の
田
中
角

栄
先
生
、
こ
っ
ち
は
24
歳
で
銀
行

に
入
っ
て
２
年
目
で
す
。
そ
れ
は

是
非
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま

で
尊
敬
を
こ
め
て
申
し
上
げ
ま
す
が
、
田
中
角
栄
先
生
は

神
で
あ
っ
て
人
で
は
な
い
。
大
魔
神
で
す
。
父
は
、
建
設

官
僚
の
時
か
ら
田
中
先
生
に
心
酔
し
て
い
ま
し
た
。「
田

中
先
生
の
親
切
は
普
通
で
は
な
い
。
あ
ん
な
に
親
切
な
人

は
世
の
中
に
い
な
い
」
と
、父
は
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。

次
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
渡
辺
美
智
雄
先
生
で
し
た
。

渡
辺
美
智
雄
先
生
に
は
、２
つ
の
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
政
治
家
の
仕
事
は
、
勇
気
と
真
心
を
も
っ
て
真
実
を
語

る
こ
と
だ
。
真
実
を
見
つ
け
る
の
は
大
変
。
そ
れ
を
語
る

に
は
勇
気
が
い
る
。
そ
れ
を
分
か
っ
て
も
ら
う
に
は
真
心

が
い
る
。」
と
教
わ
り
ま
し
た
。
も
う
１
つ
は
、「
お
ま
え

た
ち
は
、
何
の
た
め
に
政
治
家
に
な
っ
た
の
か
。
金
が
欲

し
い
の
か
。
い
い
勲
章
が
欲
し
い
の
か
。
先
生
、
先
生
と

呼
ば
れ
た
い
の
か
。
女
に
も
て
た
い
の
か
。
そ
ん
な
や
つ

は
今
す
ぐ
辞
め
ろ
。
政
治
家
は
、
勇
気
と
真
心
を
も
っ
て

真
実
を
語
る
以
外
に
は
な
い
ん
だ
。」
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
次
に
竹
下
登
先
生
。
同
じ
山
陰
と
い
う
こ
と
で
目
を

か
け
て
頂
き
、
私
が
自
民
党
を
飛
び
出
し
て
、
い
ろ
ん
な

挫
折
を
し
て
再
び
自
民
党
に
帰
っ
た
と
き
、「
お
前
は
自

分
が
言
っ
て
い
る
こ
と
が
い
つ
も
正
し
い
と
思
っ
て
い

る
だ
ろ
う
。
だ
け
ど
、
正
し
い
こ
と
を

言
う
と
き
は
、
人
を
傷
つ
け
る
の
だ
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
る
な
。」
と
竹
下
先

生
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
多
く
の

方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
閣
僚
と
し
て
お
仕
え

し
た
と
い
う
意
味
で
は
、
今
の
安
倍
総
理
の
他
に
、
小
泉

純
一
郎
先
生
、
福
田
康
夫
先
生
、
麻
生
太
郎
先
生
で
す
。

髙
野
：
現
在
、
全
附
連
と
全
附
Ｐ
連
は
、
財
務
省
と
連
携
し
、
全

国
の
附
属
学
校
に
お
い
て
国
の
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
子
ど
も
た
ち
に
学
ん
で
欲
し

い
、
ま
た
は
必
要
な
教
育
と
は
ど
ん
な
事
で
し
ょ
う
か
？

石
破
：
例
え
ば
日
本
の
財
政
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
と
い
う
こ

と
は
、と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
世
の
中
に
は
、

色
々
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
考
え
方
が
あ
り
、
全

く
違
う
考
え
方
も
あ
る
中
で
、「
君
た
ち
は
ど
う
思
う
？
」

と
い
う
教
育
を
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
政

治
的
な
話
を
持
ち
込
ん
で
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
教
え
る
側
が
偏
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
い
い
の
で
は
な

い
か
と
私
は
思
う
の
で
す
。
例
え
ば
、
去
年
は
平
和
安
全

法
制
の
話
が
世
間
で
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
よ
ね
。
我
々

政
府
与
党
は
必
要
だ
と
思
っ
て
提
示
し
て
い
る
、
し
か
し

反
対
し
て
い
る
人
は
こ
う
い
う
理
由
で
反
対
し
て
い
る
。

君
た
ち
は
ど
ち
ら
だ
と
思
う
か
、
と
い
う
、
自
分
で
考
え

る
こ
と
を
促
す
教
育
が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

特
に
歴
史
や
社
会
科
学
の
分
野
で
そ
う
い
う
教
育
を
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
が
大
臣
を
務
め
て
い
る
地

方
創
生
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
例
え
ば
長
野
県
で
は
、
非

常
に
分
か
り
や
す
い
、
子
ど
も
向
け
に
作
っ
た
長
野
県
の

地
方
創
生
政
策
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
市
町
村
や
都
道
府
県
の
色
々

な
指
標
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
、
地
域
か
ら
日
本
を
語
る

教
育
と
い
う
の
も
や
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば

高
知
県
は
全
国
的
に
も
名
前
を
知
ら
れ
て
い
る
多
く
の
偉

人
の
ふ
る
さ
と
で
す
が
、
鳥
取
県
に
は
鳥
取
県
の
色
々
な

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
戦
国
時
代
に
、
鳥
取
の
人
は
、
何
を

考
え
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
か
。
江
戸
時
代
や
明
治
維
新

の
時
、
何
を
考
え
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
か
、
日
本
全
体

の
歴
史
の
中
で
我
が
ふ
る
さ
と
の
先
輩
た
ち
は
何
を
し
た

の
だ
ろ
う
と
い
う
教
育
、
こ
れ
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
大
東
亜
戦
争
の
時
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
か
ら

立
派
な
軍
人
さ
ん
が
出
て
い
ま
す
。
愛
国
史
観
的
な
教
育

を
し
ろ
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
色
々
な
人
が
出
て
歴
史
を
作
っ
て
い
っ

た
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
教
科
書
に
出
て
く
る
偉
い

人
以
外
の
こ
と
も
教
え
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
と
思
い

ま
す
。

髙
野
：
全
国
10
万
人
の
現
役
附
属
生
に
、
ど
ん
な
事
を
期
待
さ
れ

ま
す
か
？
そ
し
て
、
保
護
者
、
学
校
、
教
職
員
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

石
破
：
最
近
、
修
学
旅
行
が
早
ま
っ
て
、
２
月
の
今
頃
、
中
学
２

年
生
が
修
学
旅
行
に
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
前
は
、

年
度
が
替
わ
っ
た
４
月
、
５
月
が
多
か
っ
た
で
す
が
。
中

学
生
が
国
会
に
社
会
見
学
で
来
ら
れ
た
と
き
に
は
、
可
能

な
限
り
、
私
が
自
分
で
ご
挨
拶
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
先
、
日
本
で
は
急
激
に
人
口
が
減
り
ま

す
。
い
ま
１
億
２
７
０
０
万
人
で
、
こ
の
ま
ま
い
く
と

２
０
０
年
た
つ
と
１
３
９
１
万
人
に
、
３
０
０
年
た
つ
と

４
２
３
万
人
に
な
り
ま
す
。
た
っ
た
２
０
０
年
で
10
分
の

１
、３
０
０
年
で
30
分
の
１
に
な
り
ま
す
。
人
口
が
減
っ

て
半
分
に
な
る
と
、
国
債
残
高
の

１
人
あ
た
り
の
負
担
も
倍
に
な
り

ま
す
。「
シ
ル
バ
ー
民
主
主
義
だ

か
ら
仕
方
が
な
い
。」「
高
齢
者
が

投
票
に
行
く
し
、
今
の
国
は
高
齢
者
が
動
か
し
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
で
済
ま
せ
ず
、
子
ど
も
た
ち
自
身
も
、
自
分

た
ち
が
将
来
日
本
を
担
う
の
だ
か
ら
「
そ
れ
ま
で
に
こ
ん

な
日
本
を
残
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
積
極
的
に
発
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。中
高
年
層
は
、

子
ど
も
や
孫
か
ら
言
わ
れ
る
と
「
そ
う
な
ん
だ
。」
と
思

う
も
の
で
す
。
我
々
の
世
代
が
「
逃
げ
切
り
世
代
」
の
最

後
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
「
逃
げ
切
り
世
代
」

と
い
う
言
葉
は
嫌
い
で
す
。「
自
分
た
ち
の
時
に
は
年
金

が
も
ら
え
な
い
。
政
治
家
は
誰
を
選
ん
で
も
一
緒
。」
と

い
う
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
言
わ
ず
に
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、僕
た
ち
、私
た
ち
と
一
緒
に
や
ろ
う
よ
」

と
、
上
の
世
代
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
く
小
学
生
、

中
学
生
、
高
校
生
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
文
責：前
広
報
副
委
員
長　
渡
邉
一
正
）

附属は実験場…………………………こんな日本に

（衆  議  院  議  員
地方創生担当大臣）

（鳥取大学教育学部附属小中学校卒）上
世
代
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
し
て

�

●
後
輩
の
み
な
さ
ん
に
●

●石破　茂　地方創生担当大臣 プロフィール●

昭和32年、鳥取県八
や
頭
ず
郡八頭町郡

こお
家
げ
出身。慶應義塾大

学法学部法律学科卒業。三井銀行（三井住友銀行）を経
て、昭和61年7月、旧鳥取県全県区より全国最年少議員
として衆議院議員初当選、以来10期連続当選。
・平成20年　農林水産大臣
・平成21年　自由民主党　政務調査会長
・平成24年　自由民主党　幹事長
・平成26年　国務大臣地方創生・国家戦略特別区域担当

（現職）

　鳥取大学教育学部附属小中学校のＯＢであり、農林水産大臣、
防衛大臣や、自民党政調会長、幹事長等要職を歴任され、現在は、
内閣府特命担当大臣（国家戦略特別区域）、地方創生担当大臣とし
てご活躍されている、石破　茂さんを訪問し、お話を伺いました。

忘
れ
ら
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
授
業

�

●
附
属
学
校
の
思
い
出
●

附
属

訪
問

第７回

Ｏ
Ｂ

石破　茂さ　
　ん

↖

↙
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第１日� ９月30日金 第２日� 10月１日土
１日目

プ
ロ
グ
ラ
ム

受
　
付

オープニング
セミナー

休
　
憩

全体会・基調講演
副島 賢和 氏

（昭和大学病院内「さい
かち学級」担当、ホス
ピタルクラウン）

休
　
憩

テーマ別分科会
（３テーマと特別支援部
会、教育後援会会長会）

休
　
憩

情報交換会

＜パネル展示＞絵画コンクール入賞作品・特支記念品展示

２日目

プ
ロ
グ
ラ
ム

地区会長会
（一部）

受
　
付

本講演１
菊池桃子氏
（女優、

戸板女子短期大学
客員教授）

休
　
憩

本講演２
原　晋氏

（青山学院大学
陸上競技部監督）

閉会行事

＜パネル展示＞絵画コンクール入賞作品・特支記念品展示

12:30 13：45 15：40 17：40 10：458：308：0014：00 16：00 18：10 11：009：30 12：1520：00 12：45

全附P連PTA研修会
第７回全国大会

　「子どもたちに確かな未来を！～今すべきこ
とを考える～」をスローガンに掲げ、第７回全
国大会を開催いたします。講師には、昭和大学
大学院准教授、院内学級担当でホスピタルクラ
ウンの副島賢和氏、女優で戸板女子短期大学客
員教授の菊池桃子氏、青山学院大学陸上競技部
監督の原晋氏をお招きします。テーマ別分科会
では、特別支援部会、教育後援会会長会の他、

校種を超えた３テーマを開催、その分野の専門
講師を招き、参加者同士での議論も行います。
附属学校や公教育の現状と未来に関するセミ
ナーや、全国からの参加者同士の交流も行う予
定です。これまでの実績やアンケートをもとに、
「これぞ全国大会！」という魅力ある大会にし
ていきますので、多くの皆様のご参加を心より
お願い申し上げます。�（研修委員長　三浦享）第６回全国大会

　
カ
ン
ガ
ル
ー
シ
ッ
プ
活
動
助
成
金
事
業
の
基
本
理
念
は
「
校
種

を
越
え
て
子
ど
も・教
師・保
護
者
が
連
携
を
持
ち
『
理
解
』
を
基

盤
と
し
『
共
生
』
を
育
む
活
動
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
今

後
様
々
な
環
境
の
中
で
活
躍
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
附
属
の
子
ど
も

た
ち
に
、
他
者
と
の
違
い
を
互
い
の
個
性
と
認
識
し
、
そ
れ
を
許

容
す
る
こ
と
に
よ
り
共
生
社
会
を
作
り
上
げ
て
ほ
し
い
と
の
希
望

が
込
め
ら
れ
て
お
り「
理
解
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と「
共
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
２
つ
の
助
成
金
活
動
を
推
進
し
て
来
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
に
は
特
別
支
援
の
子
ど
も
た
ち
の
就
労
を
支
援
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
既
存
の
活
動
に
新
た
に
「
就
労
支
援
活
動
助

成
金
」
を
加
え
ま
し
た
。

　
昨
今
、
知
的
障
が
い
を
持
た
な
い
軽
度
な
発
達
障
害
の
子
ど
も

た
ち
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
通
常
学
級

に
お
け
る
一
斉
教
授
、
指
導
だ
け
で
は
教
育
的
ニ
ー
ズ
が
満
た
さ

れ
な
く
な
っ
て
く
る
の
は
必
然
で
あ
り
、
現
在
通
常
学
級
に
６
・

７
％
（
24
年
度
文
科
省
報
告
）
は
在
籍
す
る
と
さ
れ
る
軽
度
発
達

障
が
い
・
学
習
障
が
い
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
理
解
と
支
援
が

必
要
と
考
え
、
昨
年
度
新
た
に
「
ネ

イ
バ
ー
サ
ポ
ー
ト
活
動
助
成
金
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
各
申
請
校
の
活
動
の
様
子
を
全
附

連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
頂
き
、
今
年
度

の
申
請
案
内
が
現
在
各
校
園
に
配
布

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
魅
力
あ
る

活
動
に
役
立
て
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

�（
前
特
別
支
援
委
員
長　
渡
辺
優
子
）

　
近
年
、子
ど
も
た
ち
が
学
ん
だ
り
遊
ん
だ
り
す
る
生
活
環
境
は
、

年
々
複
雑
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
事
故
や
事
件
が
日
常
的
に

起
こ
り
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
附
属
の
子
ど
も
た
ち
に
ふ
り

か
か
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
新
聞
等
で
も
子
ど
も
た
ち
が
大
き
な

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
人
に
危
害
を
与
え
て
大
き
な
賠
償
が

発
生
し
た
り
し
て
お
り
ま
す
。
全
附
Ｐ
連
で
は
、
附
属
の
お
子
様

を
対
象
に
、
学
校
園
内
や
登
校
時
、
帰
宅
後
あ
る
い
は
休
日
の
ケ

ガ
、
特
定
感
染
症
、
疾
病
に
よ
る
入
院
な
ど
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
「
カ
ン
ガ
ル
ー
保
険
」
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
国
立
大
学
附
属
学
校
園
２
５
９
校
園
、
約
９
万
人
の
子
ど
も

た
ち
を
ベ
ー
ス
に
非
常
に
有
利
な
保
険
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
制
度
と
し
て
は
、
学
校
単
位
で
の
全
員
加
入
制
度
、
個
人
単

位
で
の
任
意
加
入
制
度
、
２
つ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
加
入
下
さ
い
。
な
お
個
人
単
位
の
任
意
制
度
は
、
附
属
以
外
の

公
私
立
学
校
に
通
学
し
て
い
る
18
歳
ま
で
の
ご
兄
弟
も
加
入
で
き

ま
す
（
た
だ
し
附
属
に
通
学
し
て
い
る
兄
弟
の
方
が
カ
ン
ガ
ル
ー

保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
）。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。�
（
財
務
委
員
長　
大
倉
宏
治
）

編
集
後
記

　
先
日
、
最
接
近
し
た
火
星
を

大
望
遠
鏡
で
見
た
。
火
星
は
約

２
年
２
か
月
に
１
回
、
地
球
に

接
近
す
る
。
今
ま
で
は
、
火
星

移
住
と
い
え
ば
、
サ
イ
エ
ン
ス

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
中
の
世
界
と

思
わ
れ
て
い
た
が
、
近
年
、
現

実
味
を
帯
び
て
き
た
。
オ
ラ
ン

ダ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
、
２
０
２

５
年
に
火
星
移
住
を
実
現
す
る

「
マ
ー
ズ・ワ
ン
」
計
画
を
発
表

し
た
。技
術
的
な
問
題
の
た
め
、

地
球
に
は
帰
っ
て
こ
ら
れ
な
い

「
片
道
切
符
」
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
移
住
希
望
者
は
20

万
人
を
超
え
た
と
い
う
。
ち
な

み
に
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

品
川
、
名
古
屋
間
が
開
通
す
る

の
が
２
０
２
７
年
と
い
う
。
ど

ち
ら
も
早
く
実
現
す
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

�（
前
広
報
副
委
員
長　
渡
邉
一
正
）

カ
ン
ガ
ル
ー
シ
ッ
プ
特
別
支
援

カ
ン
ガ
ル
ー
保
険
の
ご
案
内

財
務

９月30日金～10月１日土
ハイアットリージェンシー東京

日時

場所

11:30

カンガルー保険のご案内平成２8年度

中途加入受付中

任意加入制度

保険期間

加入対象者

加入手続き
申込締切日

全員加入制度

全国国立大学附属学校園の幼児・児童・生徒の保護者の皆様へ この保険は全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会の団体保険です。

詳細につきましては、パンフレットをご覧ください。

東京海上日動火災保険株式会社)社会険保事幹（】社会険保受引【
（担当課）公務第二部文教公務室 〒102-8014 東京都千代田区三番町6－4　TEL：03－3515－4133　FAX：03－3515－4132

損害保険ジャパン日本興亜株式会社【引受保険会社】
団体・公務開発部　第三課　〒160-8338 東京都新宿区西新宿１-26-1　TEL:03－3349－9588　FAX:03－6388－0162
※損保ジャパンと日本興亜損保は、2014年9月1日に合併し、「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」になりました。

平成28年４月１日午後４時から平成29年４月１日午後４時まで１年間

（前こども総合保険）

※随時ご加入いただけます。（お申込日にかかわらず、補償は平成29年４月１日午後４時に終了します。）
※ご加入ご希望の方は、取扱代理店までお問い合わせください。

※パンフレットのご請求、保険料につきましては、取扱代理店までお問い合わせください。

①全国国立大学附属学校園に在籍の幼児・児童・生徒　
②本制度にご加入いただいた上記①の兄弟で、公・私立の幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特
別支援学校に通われている幼児・児童・生徒（ご加入時に満３歳以上から満１８歳以下の方に限ります。）

パンフレット差込の加入依頼書にご記入・ご捺印（銀行届出印）のうえ、返信用封筒にてご返送ください。
随時ご加入いただけます。（お手続きの翌月１日（午後４時）からの補償開始となります。）　

保険期間 平成28年６月１日午後４時から平成29年６月１日午後４時まで
※「カンガルー保険（全員加入制度）」は全国国立大学附属学校PTA連合会を保険契約者、損害保険ジャパン
日本興亜株式会社を引受保険会社とし、学校契約団体傷害保険、傷害総合保険、PTA団体傷害保険、賠償責
任保険（PTA特約、PTA管理者特約、生産物特約）をそれぞれ組み合わせて加入する補償制度のペットネームです。
※この広告は概要を説明したものとなります。詳細はパンフレットをご覧くださるか、取扱代理店または損保ジャパ
ン日本興亜までお問い合わせください。

２４時間
補 償

約50％割引
全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会
が窓口の団体契約なので、
保険料が約50％割安です。
・団体割引：30％
・損害率による割引：25％適用

２４時間補償
お子様を取り巻く様々なリスクに
対応した安心のための
２４時間補償制度です。

園児・児童・生徒、教職員の
皆様のケガなどを補償する

園児・児童・生徒・教職員
総合補償制度

PTA活動に参加中の
ご両親・教職員の皆様のケガや

賠償事故を補償する
PTA活動総合補償制度

・保険料のお支払は、　　 
便利な「口座振替方式」
・更新のお手続きは、         
便利な「自動更新」です。

1 2 3園児・児童・生徒、教職員の
皆様を犯罪事故からお守りする

犯罪被害事故
見舞補償制度

ただ今
募集中！

カンガルー保険・取扱代理店の
お問合せ先

《北海道・東北・関東・北信越・四国地区》

株式会社 第一成和事務所
東京都中央区日本橋久松町11-6
日本橋TSビル 8F

《東海・近畿・中国・九州地区》

海上商事 株式会社
東京都渋谷区代々木２-１１-１５
新宿東京海上日動ビルディング

この広告はこども総合保険団体契約の概要についてご紹介したもの
です。ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みくださ
い。ご不明な点等がある場合には、代理店までお問い合わせください。 ０１２０-１００-４９２ ０１２０-７４５-７４８

簡単・便利！ ※個人での加入はできません。

（学校契約団体傷害保険、賠償責任保険PTA特約）
（普通傷害保険PTA団体傷害特約、
　賠償責任保険PTA管理者特約、生産物特約）（傷害総合保険）

平成28年５月作成
16-T13350

熱中症危険補償特約を
追加しました！

共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
福
岡
教
育
大
福
岡
小
）

ネイバーサポートプロジェクト（香川大坂出小）

理
解
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
長
崎
大
特
支
）就労支援プロジェクト

（北海道教育大特支）


